
高島市マキノ町石庭�

しがぎん福祉基金�
　社会福祉法人しがぎん福祉基金（理事長：

　橋宗治郎・滋賀銀行特別顧問）は、地域福

祉の向上を願い、滋賀県内で取り組まれてい

る行政の補助が受けにくい福祉の実験的・開

拓的な事業や活動に対し、幅広く助成を行っ

ています。�

　同基金は、創立50周年事業の一環として

昭和59年に当行が創設したもので、基本財産

（平成19年3月末現在4億4，473万円）の運用

収益を主な原資に運営されています。�
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地域福祉の向上を願って�

しがぎん福祉基金平成19年度助成先一覧�

社会福祉法人　大木会�

社団法人　日本オストミー協会滋賀県支部�

社団法人　滋賀県ろうあ協会�

特定非営利活動法人　しみんふくし滋賀�

タネから花咲か塾�

特定非営利活動法人　�
滋賀県高島市精神障害者家族会�

特定非営利活動法人　あじさいの家共同作業所�

甲賀福祉作業所�

育児ひろばアプリコット�

福祉学習会　ほたる�

コスモ「和楽」�

ねっこ共働作業所�

社会福祉法人　榮福祉会�

社会福祉法人　大津せんだん会�

瀬田東児童クラブ運営委員会�

ピアノ購入�

オストメイトの生活支援情報交換会の企画�

全国ろうあ青年研究討論会の開催�

保育所の食育推進の為の備品購入�

高齢化社会への対応を始めとした古民家の整備�

精神障害者協同作業所における�
障害者の生産設備購入�

作業所移転に伴う物置の購入�

福祉車輌の購入�

子育て支援マップの作成�

レクリエーション用具の購入�

音楽ボランティアの楽器購入�

ミシンの購入�

福祉車輌の購入�

遊具の購入�

運営委員会主催のサマーキャンプ費用�

助成先の名称�

合　計　15件�

助成金の使途�

助成金累計額は2億6,000万円を突破�
　第23回となる平成19年度は、福祉施設へ

音楽ボランティア活動を行う団体をはじめ、15件、

総額1，092万円の助成を決定。4月24日、本店

しがぎんホールで贈呈式が行われました。�

　これで、第1回（昭和60年度）以来の助成累

計は、351件、総額2億6，630万円となりました。�

福祉団体に助成金目録を贈呈する高橋理事長�
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伊香郡木之本町石道�
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ホームページをカラーバリアフリーに�
　ホームページのカラーバリアフリー（色覚障が

いの方に配慮した色使い）を可能にするソフトウェ

ア「UD color」を平成16年2月より当行ホームペー

ジ(http://www.shigagin.com)に導入しました。�

　ホームページの色彩が識別しにくい部分を、色覚

障がいの方の特性に応じて自動的に変換、ご覧い

ただきやすいように配慮しております。�

平成18年度助成先のご紹介 ～拡大紙しばい「ぽけっと」～�
　拡大紙しばい「ぽけっと」のメンバーは近隣

のなかよし主婦7人の皆さん。毎月第1火曜日に

地元の小学校で公演を行うほか、保育園や幼

稚園、子ども会の他に、デイサービスや老人施設

などからも依頼があれば、遠方にも出かけ公演

を行っています。�

　拡大紙しばいは通常の4倍の大きさで、約12枚

の絵をメンバーが手分けして描き、今ではレパートリー

も増えその数は50を超えるほど。�

　公演は、物語に合わせておもちゃや楽器などの

効果音を加えたり、時には手作りのぬいぐるみやシャ

ボン玉が舞台から飛び出す立体紙しばいになった

りと「ぽけっと」ならではの楽しい演出で、子どもた

ちも大喜び。今回のしがぎん福祉基金の助成は、

それらの紙しばい演出に必要な小道具の材料や

公演の諸経費にあてられました。�

　子どもたちの笑顔に会いたくて、メンバーのアイ

デアはつきることがありません。手づくりの紙しば

いから、今にも子どもたちの楽しい笑い声が聞こえ

てきそうです。�

拡大紙しばい「ぽけっと」　　住所　甲賀市水口町下山802-392　電話　0748-63-2448（池田）�

青少年の健全な育成を願って�
　当行は毎年「しがぎんカップ」を開催してい

ます。これは、青少年の健全な育成に寄与する

ため、当行創立60周年を契機に、「滋賀県サッカー

スポーツ少年団選手権大会」に協賛しているも

のです。�

紙しばい公演の舞台裏�

「ぽけっと」製作の拡大紙しばい�

夢中で紙しばいを見つめる子どもたち�
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